
　
町
民
の
皆
様
、
い
よ
い
よ
令
和
8

年
4
月
に
中
頓
別
町
の
新
し
い
学
校
、

幼
小
中
一
貫
義
務
教
育
学
校
『
中
頓

別
学
園
』
が
仮
校
舎
に
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
統
廃
合
し
た
町
の
学
校
、

中
頓
別
小
学
校
・
中
頓
別
中
学
校
の

歴
史
を
受
け
継
ぎ
、
認
定
こ
ど
も
園

か
ら
の
切
れ
目
の
な
い
ス
ム
ー
ズ
な

接
続
に
向
け
て
保
育
か
ら
教
育
へ
「
つ

く
る 

つ
な
が
る 
つ
み
あ
げ
る
」
を
合

言
葉
に
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が

主
役
と
な
れ
る
「
未
来
を
つ
む
ぐ
居

場
所
だ
ら
け
の
学
校
」
を
目
指
し
ま

す
。

　
人
生
1
0
0
年
時
代
を
支
え
る
子

ど
も
た
ち
へ
の
教
育
が
、
こ
の
町
で
、

さ
ら
に
豊
か
に
進
化
し
ま
す
。

(

※
令
和
9
年
度
に
「
新
し
い
施
設
」

が
完
成
予
定
で
す)

令和 8年度開校 ( 新施設へ令和 9年度移転 )
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義務教育学校って？ (小中一貫校との違いは？ )

義務教育学校「中頓別学園」の特色(成長の連続性に合わせて)

▶義務教育学校は、学校教育法という法律に基づいて設置されています。
　2016 年 ( 平成 28 年 ) に学校教育法が改正され、小学校、中学校などと並ぶ新しい学校の形態として「義
　務教育学校」が正式に定められ、新しい学校の形として全国に広がっています。
▶義務教育学校は、法律で認められた「9年制の 1つの学校」です。そのため、校長先生は 1人で、先生方
　も「義務教育学校の教員」として 9年間全体を見通した教育活動がしやすくなります。簡単に説明すると、
　小中学生全員を小中学校の先生方が協力して指導することが法律上認められるため、交流だけでなく学
　習も「みんなでみんなを」指導支援することが可能になります。

▶一般的な小中一貫校 ( 正式には「小中一貫型小学校・中学校」と呼ばれます ) は、既存の小学校と中学校
　が連携を強めて一貫授業を行う形態です。学校は別々のままなので、校長先生や教員組織もそれぞれ存
　在するため、小中それぞれに乗り入れて、指導支援するには法律上の制限があります。
▶義務教育学校は「一つの学校」として制度化されている点が、最も大きな違いです。これにより、より
　柔軟で一体的な教育課程 ( カリキュラム ) を編成することが可能になります。社会課題でもある、児童生
　徒の不登校や多様化、教職員不足改善を進める国の取り組みの 1つです。
▶中頓別学園では、校長先生が 1 人になる分で教科指導の先生を増やしたり、小中別々の場合、年度で教
　職員の増減が極端にならないように「義務教育学校制度」を活用し、出来るだけ安定した教職員数で、　
　児童生徒を協力して見守っていけるように工夫していきます。

▶中頓別学園では、公立学校としてはまれな「幼小中一貫教育」で、
　前期 (1～4 年 )、中期 (5～7 年 )、後期 (8～9 年 )の 3 つの期間
　に義務教育期間を区切り、発達段階に応じたきめ細やかな教育
　を行います。

▶認定子ども園から前期課程へのスムーズな接続を支える中頓別
　独自の「架け橋プログラム」も用意し、園から小学校、小学校
　から中学校への進学時に環境が大きく変わることで起こりがち
　な不安や戸惑い ( 小 1 プロブレム、中 1 ギャップ ) をなくし、　
　子どもたちが安心して学び続けられるのが特長です。

▶中頓別で育つ子ども達を、園・学園の先生方が協力し「みんな
　でみんなを育てる」、地域や教育委員会とも協働し「みんなで
　見守り応援し合う」中で、一人一人の良さや強みを伸ばしてい
　きます。

▶こども園から取り組んでいる「自然体験活動 ( 森のこども園 )」
　や「英語教育」、今も多くの総合学習の時間を教育委員会が伴
　走している「地域学習」など、中頓別らしさをいかした教育を
　さらに進めていきます。

つみあげて
　
令
和
5
年
7
月
の
合
同
学
校
運
営
協
議
会
で
の

教
育
課
程
原
案
提
示
か
ら
約
2
年
、▼
新
し
い
学

校
を
み
ん
な
で
考
え
る
会
議
▼
中
頓
別
学
園
全
体

協
議
会
▼
な
か
と
ん
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
地
域
版
▼
学

校
づ
く
り
授
業
▼
学
校
づ
く
り
委
員
会
▼
総
合
教

育
会
議
▼
定
例
教
育
委
員
会
議
▼
町
民
・
保
護
者

ア
ン
ケ
ー
ト
等
、
様
々
な
競
技
の
場
を
経
て
「
4

つ
の
教
育
の
柱
」
を
含
め
た
「
中
頓
別
学
園
の
教

育
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
ま
と
め
ま
し
た
。

「町のリビング」にある、未来をつむぐ「居場所だらけの学校」
幼小中一貫義務教育学校「中頓別学園」
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未来思考
　
中
頓
別
町
の
教
育
大
綱
は
、「
未
来
思
考
」〜
共
生
・

共
創
・
好
奇
心
〜
で
す
。
教
育
大
綱
と
は
、
学
校
教
育

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
の
振
興
、
生
涯
学

習
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
幅
広
い
内
容
が
含
ま
れ
る
総
合
的

な
計
画
で
す
。「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に

関
す
る
法
律
」
と
い
う
法
律
で
、
自
治
体
の
長
が
定
め

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
未
来
思
考
に
つ

な
が
る
義
務
教
育
を
進
め
ま
す
。

中頓別の子ども達と新しい学び(次期学習指導要領に向けて)

▶学習指導要領とは、文部科学省が定める、
　全国の学校などにおける教育の内容の基
　準です。
　「学校で何を、どのくらい教えるべきか」
　という、国が定めた教育の「設計図」や「ガ
　イドライン」のようなもので、10 年に 1
　度改訂されます。

▶現在の学習指導要領は 2020 年から「令
　和型の教育」といわれ、教育のアップデー
　トが進められています。2030 年の方向性
　も示され、中頓別学園も新たな学びに向
　かっています。

▶中頓別の子ども達の様子をしっかり見つ
　め直すと「素直で優しく、まじめに頑張
　る子ども達」という共通点があります。
　その反面、「表面上は元気に見えるけど実
　は、不安や葛藤、孤独を抱えている」子
　どもがとても多い ( 全国平均の約 2倍 ) こ
　ともわかりました。

▶次期学習指導要領の「好き」を育み「得意」
　を伸ばす、対話で「自信と安心をつくる」
　という新しい学びの方向性は、中頓別町
　の子ども達にもとても大切な力につなが
　ります。

次期学習指導要領の方向性

生涯にわたって主体的に学び続け
多様な他者と協働しながら
自らの人生を舵取りできる
民主的で持続可能な

社会の創り手をみんなで育む
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新校章に
ついて

▶中学生がアイディアを出し、連携協定を結んでいる北海道教育大学のお力をお借りしデ
　ザインしました。児童生徒と先生方や地域・保護者の方と対話しながら考えた「こんな
　学園にしたい、中頓別のここが好き」の気持ちもたくさん込めています。
　子ども達が大好きな中頓別の自然 ( 雪の結晶、ペーチャン川、芝桜、森、ピンネシリ山 )
　を融合、「中頓別学園の教育 4 つの柱」をもとに配色、中頓別小学校・中学校の校章を引
　き継ぐ円形のデザインです。
▶制作：北海道教育大学岩見沢校　美術文化専攻　ビジュアルデザイン研究室
　　　　中丸涼乃・花越陸・黒川結菜・山﨑樺乃
▶協力：北海道教育大芸術・スポーツ文化研究所　理事　大西洋
▶原案：中頓別中学校生

中頓別学園の教育 4つの柱に向けて取り組みは始まっています

①幼児教育積み上げ型

▶森のこども園に、小中学校の先生方も交代で参加し、
　どんな経験をしていくか？体験研修を始めています。
▶また、独自の「なかとん架け橋プログラム」を実施し、
　こども園の「架け橋コーディネーター」が園と学校を
　行き来し、放課後の居場所づくり ( 放課後くれよん )
　も始めました。小・中・教育委員会からも、こども園
　へ出前授業を行うな
　ど、お互いの成長に
　有効な活動は一緒に
　するようにしていま
　す。こども園・小学
　校・中学校・地域合
　同避難訓練にも挑戦
　しました。

②先導的学び (UDL 教育 )

▶先行授業の取り組みも進んでいます。UDL( 学びのユ
　ニバーサルデザイン ) の視点を取り入れることで、学
　校に苦しさを感じていた生徒も教室で一緒に学ぶこと
　ができるなど成果も早速見えてきています。
▶引き続き研修を進めながらどの子にとっても集中して
　学びやすい環境づくりを、建築準備と合わせて進めて
　いきます。
　　　　　　　　　　　　※UDL( 学びのユニバーサル
　　　　　　　　　　　　　デザイン ) とは、主体的に
　　　　　　　　　　　　　学ぶことができる学習者を
　　　　　　　　　　　　　育てる理論的枠組みです。
　　　　　　　　　　　　　自分の学びを自分で舵取る
　　　　　　　　　　　　　ことができる学習を育てま
　　　　　　　　　　　　　す。

▶総合学習を中心に、地域学習の多くは、地域コーディ
　ネーターと指導主事 ( 宗谷管内唯一の設置 ) を中心に
　教育委員会の伴走で授業を進めるようにしています。
　「なかとんミーティング地域版」の時間は、児童生徒
　も地域の方も楽しみにしてくれる活動に育ってきまし
　た。地域の方と先生方が交流できる貴重な機会でもあ
　ります。普段少人数の限られた中で生活している分、
　多世代の多様な対話をするこ
　とは、成長やキャリア形成に
　とても大事だと実感していま
　す。児童生徒全員に等しくこ
　の様な場を設定できる授業と
　して行う大切さや学校教育の
　意味を大事に地域と育つ学校
　を目指します。

④教育と支援の融合③教育委員会協働型

▶高校に入学した時、社会に出た時に、他の市町村の学
　びとスムーズになるように、中頓別町が未導入だった
　教育環境や支援制度を開校を待たずに整えていきまし
　た。まずは、今学んでいる子ども達を大切に準備を進
　めました。
▶AI ドリルの導入、教育支援センターやなかとんフリー
　スクールの設置、通級指導の配置、特別支援奨励費の
　　　　　　　　　　　　活用、特別児童扶養手当の活
　　　　　　　　　　　　用などを進めました。保険福
　　　　　　　　　　　　祉課や地域の方にも協力いた
　　　　　　　　　　　　だきながら、多様な学びと支
　　　　　　　　　　　　援が受けられるようにしてい
　　　　　　　　　　　　ます。UDL 教育と合わせて
　　　　　　　　　　　　どの子もしっかり学べる環境
　　　　　　　　　　　　づくりを進めています。
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